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ような動きもある。例えば、2009 年 2 月に成立し
た米国再生・再投資法の中の「経済的および臨床的
健全性のための医療情報技術に関する法律（Health 














検査が、米国食品医薬品局（U.S. Food and Drug 
Administration：FDA）により多数承認されてい
る。2013 年 9 月には、Theranos 社が、米国最大手
薬局チェーンWalgreen の店舗で、1滴の血液から
数時間で結果を得られる、臨床検査施設改善修正法
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はClayton M. Christensen の文脈での意味）。
　コンペは 2012 年に開始され、約 3 年半かけて行
われる。2013 年 8月に登録を締め切り、2014 年 4－




される（賞金は、1位 700 万ドル、2位 200 万ドル、
3位 100 万ドル）。全ての構成要素を含めて 5ポン
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を開始した人たちに役立ちうる。同社は 2013 年 11
月現在、ベンチャーキャピタルや ITビジネスでの
成功者のファンド等から 1,470 万ドルを調達し、他













































「チャレンジ 1」は、2013 年 7 月に予選審査、同年
10 月に決勝審査が行われた。2回目の「チャレンジ





金は、大賞 52 万 5 千ドル、優秀賞各 12 万ドル）。
2‒3‒2　「チャレンジ 1」の優勝チームと日
本の決勝進出チーム
　「チャレンジ 1」では、予選審査により 8 ヵ国






































































































































































































































マンスを向上させ、医療安全を推進するためのフレームワーク ‘teamSTEPPS’ における ‘SBAR（Situation, 
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